
1 ．はじめに
　日本各地で豪雨による土石流・浸水の被害が発
生している中，防災分野において歴史学的なアプ

ローチで，遺跡と災害痕跡との関連を調べる研究
がなされている。
　この種の研究のうち洪水に関係するものとして，

山口県防府市佐波川流域における中世の
遺跡分布と土砂・水災害危険箇所の位置
関係の解析
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Abstract

Among the archaeological sites along the Saba River in Yamaguchi Prefecture, where 
collapse and debris flow frequently occurred due to the torrential rains on July 21, 2009, some of 
the archaeological sites are located in the high risk inundation area and sediment disaster area, and 
the former river bed adjoins or overlaps with some of them. In this paper, we analyzed the location, 
area and slope of each archaeological site in the Middle Ages (1185-1603). As a result, the 24 
archaeological sites along the Saba River basin tend to form settlements where the local slope is 
gentle, and many archaeological sites are near the valley exit where debris flow is likely to occur.
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谷岡1）は，全国を対象に200年以内の幅で形成年
代が特定できる洪水痕跡が検出された考古遺跡を
集計した結果，遺跡の大部分が沖積平野に多く，
その中には洪水とその復旧が繰り返された遺跡と
廃絶した遺跡があると報告している。また，小
野2）は，日本各地の沖積平野で平安時代以降に発
達した洪水堆積物による微高地から以後の様々な
遺物や遺構が出土することを報告している。また，
それらの微高地が現在も居住地として利用されて
いることが多いことから，人々が氾濫原の中でも
洪水リスクが低く，居住に適した地形の範囲内に
居住してきたことを示している。この他に，冨
井3）は，上流域の地質が花崗岩である京都市北白
川追分町遺跡で，人間活動が活発化する以前の大
規模土砂移動現象を抽出・検討した結果，最終氷
期の谷が埋積された6000年前以後では，土石流に
かわって河川氾濫が急増し，200～300年に一回の
頻度で河川氾濫が発生してきたと論じている。ま
た，小野2）は，中世～近世における河川の付け替
えや築堤が，沖積低地の都市・農村における定着
的な生活を可能にしたが，天井川化による破堤洪
水が頻発するようになったと指摘している。
　一方，土石流等に関係する研究として，野島・
他4）は，2014年に大規模土石流災害が発生した広
島市安佐南区周辺における弥生時代から古墳時代
までの遺跡分布状況を確認し，土砂崩れによる被
害が発生した地区には集落遺跡はほとんどなく，
河川氾濫を避けるために低丘陵や微高地に居住し
ていたことを報告している。中谷5）も，上記と同
じ被災範囲で，全く土砂流出の影響のなかった城
址・館・社などの当時の居住者にとって保全・防
備対象となる場は土砂流出の影響範囲から離れた
好条件に立地していたと報告している。
　上記のように，各地において遺跡と土砂災害発
生箇所や河川氾濫域との位置関係や，洪水による
被害を負う可能性がある地域周辺における遺跡の
地形状況が報告されている。
　そこで，筆者らは，2009年 7 月21日の集中豪雨
によって甚大な土砂災害が起こった山口県防府市
の佐波川中・下流域を対象（中・上流域は山口市
に属する）に，中世の遺跡と土砂災害や水害のリ

スクがある箇所との位置関係を明らかにすること
を目的とし，加えて土石流および河川氾濫に対す
る被災ポテンシャルと集落立地の傾向から，中世
の防災上のリスク管理の実態を考察することとし
た。特に，本研究では，阪口・他6,7）の一連の研
究により，防府地域で土石流の発生頻度がやや高
い傾向にある11～15世紀を含む中世の遺跡を対象
とすることとした。なお，三浦8）の報告によると，
防府市で条里型地割が確認されており，そのうち
下右田遺跡は平安中期以前に条里が施行されたこ
とが発掘調査で明らかにされている。このことか
ら，少なくとも平安中期には佐波川両岸の沖積低
地に居住地が展開するようになったと考えられる。
ただし，条里制の存在は中世より前とされ8），中
世にこの地域で政治的な意図をもって集落が営ま
れていたかは確認されていない。
　以上をふまえて，本研究では，土石流や洪水氾
濫に対して安全な場所が居住地として選ばれてい
たと仮定し，まず，集落跡と土石流発生渓流およ
び河川との位置関係を調べた。なお，中世の集落
を推定する資料には，山口県文化財地図情報シス
テム9）を活用し，同システムの時代区分に従い，
本稿での中世を平安時代と江戸時代の間の1185～
1603年とした。
　次いで，同システムに登録されている建造物や
集落の遺跡（埋蔵文化財包蔵地）と2009年の土石
流発生渓流および河川との位置関係に基づいて明
らかにした集落立地選定条件から中世における防
災上のリスク管理の実態について検討した。
　さらに，佐波川沿いに分布する遺跡の中には，
現在の土砂災害警戒区域内に位置するもの，旧河
道と接するまたは重なるものがある。そこで，中
世における集落立地選定条件を把握するために，
各遺跡の位置，面積，傾斜を求めた。また，佐波
川の氾濫に対する集落の立地状況を捉えるために，
佐波川の旧河道と遺跡の位置関係について考察し
た。

2 ．調査対象地域における災害の特徴
　研究対象とした山口県防府市を南流する佐波川
は，以前“暴れ川”と言われ，洪水が度々発生し，
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地元住民に被害をもたらしてきた。防府市史10）に
よると，洪水は1616年～1951年の間におおよそ70
回起こっており，過去約100年間に限れば，1918
年，1923年，1928年，1951年の氾濫で流域に水害
が起こっている。阪口・他7）は土石流堆積物中の
炭化物の放射性炭素年代測定結果と山口県内の豪
雨災害記録を照合した結果，1230年，1350年およ
び1482年の土石流の発生を推定しており，2009年
災害を合わせると少なくとも 4 回発生しているこ
とを突き止めている。

3 ．防府市佐波川流域の遺跡分布の解析
　防府市佐波川流域沿いに分布する遺跡が，どの
ような地形的条件に立地しているのかを平均標
高・傾斜を指標として検討した。また，旧河道や
土砂災害警戒区域および2009年防府災害の被害状
況と遺跡を照らし合わせることで，対象地域にお
ける土石流および河川氾濫に対する被災ポテン
シャルの高低感と立地との関係を検討した。以上
の検討を通して，中世における土石流や河川氾濫
に対する防災上のリスク管理の実態について考察
した。
　検討に際しては，オープンソース GIS ソフト
ウェア Quantum GIS（QGIS）を用いた。遺跡情
報は，前述のとおり，山口県文化財地図情報シス
テムに登録されている建造物や集落の遺跡（埋蔵
文化財包蔵地）を使用した。遺跡の範囲は，この
システムの情報に従った。その場合，一つの遺跡
に対して一つの範囲（ポリゴン）となっており，
その範囲は全時代の遺物を包含した埋蔵文化財包
蔵地を指している。そのため，中世の集落の範囲
を厳密に示していない。なお，調査対象の 1 つで
ある下右田遺跡では範囲のほぼ全域から中世の掘
立柱建物などの遺構が検出され，中世条里遺構の
分布範囲ともほぼ一致している11）。これより，本
稿では山口県文化財地図情報システムの遺跡ポリ
ゴンを，人間活動に関係する，すなわち，被災リ
スクのある空間とみなすこととする。ただし，現
河川や土砂の下に埋まり，まだ発見されていない
遺跡がある可能性がある。現時点で分かっている
範囲の過去の遺跡データを用いて解析しているの

で，集落全体の流出や埋没の可能性は否定できな
い。
　平均標高および傾斜は，国土地理院発行の基盤
地図情報10 m メッシュ数値標高モデル12）（以下，
DEM）を基に算出した。旧河道に関しては，河
村13，14）の図をジオリファレンス後，旧河道と破堤
箇所をトレースした。河村13，14）の図は，1947年米
軍撮影の1/40,000空中写真，1980年代国土地理院
撮影1/20,000空中写真による判読と現地調査に基
づく地形分類図に，「三田尻宰判洪水損拠略図（縮
尺約1/12,500）」および「徳地宰判堀・伊賀地・岸
見三ケ村川筋水村図（縮尺約1/6,700）」で記載さ
れた天保11年（1840）頃の破堤箇所を転記したも
のである。なお，中世から近世にかけて，河床勾
配や流量に影響する，気候や海水準は大きく変
わっておらず，洪水の最大浸水範囲は，谷底の氾
濫原であると考えられる。近世の洪水絵図は，そ
うした中世とも条件が変わらない中で発生した洪
水の様子を捉えたものであるため，中世の状況を
推察する資料として用いた。
　土砂災害警戒区域データは国土数値情報，2009
年防府災害の被害状況は，阪口・他6,7）による土
石流流下経路データを用いた。なお，傾斜につい
ては，図 1に示すように 3 × 3 のメッシュの中心
において Horn15）の公式によって標高値から算出
された値（単位は度）とし，遺跡範囲内の平均値
および最頻値については，遺跡のポリゴンと傾斜
図のオーバーレイによって求めた。ただし，遺跡
の位置情報のみを示すポイントデータについては，
面積不明として扱い，その地点における傾斜値を
採用した。

4 ．遺跡と土砂災害危険箇所の位置関係
4. 1　 2009年 7 月21日の集中豪雨による土石流

発生箇所と土砂災害警戒区域の分布状況
　図 2に佐波川上流域を含む調査範囲を示す。図
3に中世の佐波川下流域における遺跡分布9）と
2009年の土石流発生箇所データ7）を示す。下右田
遺跡（図中の No.7），井ノ山遺跡（図中の No.12），
奈美松ケ谷遺跡（図中の No.13）は，2009年の土
石流発生箇所データと重なっている。一方で，
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図 2　佐波川流域の地形概観と調査範囲（国土地理院12），国土交通省17）を基に作成）

図 1　遺跡内の傾斜計算のイメージ図（Horn15）より引用）
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2009年の土石流発生箇所データと重ならない遺跡
（図中の斜線の入った遺跡）も存在する。また，
佐波川流域は土石流だけでなく河川氾濫も過去に
繰り返し起こっている地域である。そこで，中世
の遺跡に対して，土石流発生渓流および河川との
位置関係，実際に起こったイベント，その土地の
危険度，起こり得る現象を調べることで，中世社
会の災害に対する防災上のリスク管理の実態を考
察した。
　図 4～図 6に佐波川の上流域を含む中世におけ
る遺跡分布9）（図中に No.1～24と表記），土石流の
土砂災害特別警戒区域および土砂災害警戒区域16），
2009年の土石流発生箇所データ7），現河川の中心
線17）を示す。ただし，これらの計測は現在の地形
に対する遺跡の位置関係を調べたものであり，当

時から現在に至るまでの地形状況は以降の結果に
反映していない。なお，本地域の遺跡の数例では
地表下30 cm に包含層上面が現れることが記載さ
れており18-21），大規模な地形改変の可能性は残る
ものの，現地形が旧地形を全く表していないとは
言えない。これらの図を見ると，集落に関係する
遺跡は全 9 箇所の内で 4 箇所，遺構の情報がない
散布地は全 4 箇所の全てが土砂災害警戒区域と重
なっていた。
　表 1に対象とした各遺跡の基本情報，表 2に各
遺跡に関する空間解析結果を示す。

4. 2　遺跡の面積および遺跡内の傾斜分布
　表 2に示した遺跡の解析結果をみると，全24箇
所の遺跡のうち，10 ha 未満の遺跡が最も多く10

図 3　 佐波川中・下流域の中世の遺跡分布と2009年の土石流発生箇所デー
タ（阪口・他7），山口県9），国土地理院12），国土交通省17）より引用）

　　　図中の番号は表 1および表 2の番号に対応。
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図 4　 佐波川下流域の遺跡分布（阪口・他7），山口県9），国土地理院12），国土交通省16,17）より引用）
　　　図中の番号は表 1および表 2の番号に対応。
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図 5　佐波川中流域の遺跡分布（凡例は図 4参照）
　　　図中の番号は表 1および表 2の番号に対応。
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箇所，最も広い遺跡は No.9の周防国府跡（「官衙
跡」と分類）であり，その面積は175.5 ha であった。
ただし，位置情報のみ示した遺跡（例：図 5の
No.17，18）は「城館跡」「散布地」「社寺跡」など
であった。
　図 7に現地形に基づく遺跡範囲内における傾斜
の平均値，最頻値，土石流が発生～掃流までの傾
斜区間22）を示す。ただし，分析対象とした遺跡は，
集落跡のような居住に関係する遺跡，遺構等の情
報がない散布地に限定した。傾斜は平均値および
最頻値の両方とも土石流が堆積するとされる 2 ～
10°の遺跡が最も多く，平均値は 6 箇所，最頻値
は 8 箇所存在している。 0 ～ 2 °に存在する遺跡
も合わせると半数以上の遺跡が現地形で緩い傾斜
地に位置していることが分かる。また，土石流が
発生するとされる15°以上の遺跡は，平均値で 1
箇所，最頻値では存在しなかった。以上を加味す
ると，中世における集落立地選定条件として，傾
斜 2 ～10°の緩傾斜地であることが指摘される。
　土砂災害警戒区域と重なる遺跡 8 箇所のうち，

6 箇所が傾斜の平均値が土石流の堆積区間（ 2 ～
15°）にあった。土砂災害警戒区域は，対象とな
る渓流から土砂が到達する可能性がある範囲を示
していることから，これらの遺跡は過去に粗砂程
度の土砂流が襲ってきた場所である可能性が考え
られる。なお，この土砂流とは，土石流と掃流の
中間的な流れ23）のことであり，その勾配は 2 °前
後である。
　以上のことから，土石流が発生した際に被災す
る可能性が高い場所にも多数の遺跡が存在したこ
とから，中世においては，土石流被災リスクより
も緩傾斜地であるといった居住のしやすさが確認
できる立地を優先していたことが示唆される。こ
のような集落のあり方は，石井24）などの中世村落
研究で指摘されるように，農民の自立性が高まり
農地が拡大し，低湿地の水田開発も進展するとい
う中世村落・土地利用像を支持している。ただし，
土砂災害警戒区域は地形と保全対象をもとに設定
しているため，土砂災害警戒区域がないからと
いって，その遺跡が安全であるとはいえない。

図 6　佐波川上流域の遺跡分布（凡例は図 4参照）
　　　図中の番号は表 1および表 2の番号に対応。

23

24

警戒区域外の谷口
の延長上に位置

23
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5 ．遺跡と水害危険範囲との位置関係
5. 1　旧河道と遺跡の位置関係

　図 8および図 9に佐波川下流域および中流域に
おける旧河道の位置情報を現地形に当てはめた結
果を示す。これらをみると，旧河道は現河川と
違って佐波川本川沿いに複数の流路を形成してい
た。これは，堤防が人工的に整備されていない時
代の河川には降雨の度に河川の流路が振り替わり
複数の流路がある当然の結果ともいえる。図 8の
旧河道と遺跡分布について注目すると，多々良山

の麓に位置する No.9と10の遺跡を除けば，遺跡
の多くは現在の佐波川右岸に偏って分布している
ことが分かる。また，これらは旧河道と棲み分け
するように分布し，旧河道との一部重なりを有す
る遺跡は No.3（「集落跡」）と No.7（「集落跡等」）
に限られる。この地域には1980年代以降，国道バ
イパスや高速道路が建設されており，事前に遺跡
調査が行われてきたと推察されるが，旧河道が集
中する地域においては，微高地（中州や自然堤防）
でさえ遺跡や散布地が発見されていない。一方，

表 1　中世における各遺跡の基本情報（山口県9）より抽出）

番号 遺跡名 時代 種別 主な遺構 現状

1 佐野窯跡群 奈良，平安，中世，
近世 生産遺跡 大窯 宅地，水田，畑地

2 正防院遺跡 平安～中世 集落跡 柱穴 水田，山林，池

3 玉祖遺跡 中世 集落跡 掘立柱建物，溝，井戸，土
坑，土坑墓，等 －

4 姫山遺跡 中世 散布地，その他の墓 － 山林

5 姫山東遺跡 古墳，奈良，平安，
中世 集落跡 土坑 －

6 大崎遺跡 縄文，弥生，古代，
中世 集落跡

土坑，谷状の落ち込み，竪
穴住居，土坑（貯蔵穴），
掘立柱建物，溝，井戸等

水田，山林

7 下右田遺跡 縄文，弥生，古墳，
奈良，平安，中世

集落跡，その他の遺跡
（条里跡）

掘立柱建物，溝状遺構，土
坑 －

8 右田ヶ岳城跡 中世 城館跡 － 山林

9 周防国府跡 奈良，平安，中世 官衙跡
掘立柱建物群，柵，井戸，
土坑，土坑墓，工房跡，溝
等

宅地，水田

10 大将軍遺跡 縄文，弥生，平安，
中世

集落跡，その他の遺跡
（経塚）

竪穴住居 2 ，土坑，段状遺
構等，経塚 宅地

11 真尾猪の山遺跡 縄文，弥生，平安，
中世 集落跡，経塚

竪穴住居，土坑，柱穴，溝
状遺構，段状遺構，階段，
石列，集石遺構，経塚

山林，道路

12 井ノ山遺跡 縄文，弥生，中世，
近世 集落跡 竪穴住居，土坑，井戸，埋

甕遺構，不明遺構 山林

13 奈美松ヶ谷遺跡 中世 散布地 柱穴 畑地，山林
14 西方寺遺跡 中世 社寺跡 － その他（墓所）
15 二ノ宮遺跡 弥生，中世 散布地，その他の墓 土器棺墓 －
16 伏野上遺跡 中世 散布地 － 畑地
17 要害山城跡（大將陣ヶ嶽） 中世 城館跡 平坦地，櫓跡，狼煙場跡 山林
18 内藤隆春墓所，土居跡（右岸）中世 その他の墓 － －
19 才谷遺跡 中世 散布地 － その他
20 内藤隆春墓所，土居跡（左岸）中世 その他の墓 － －
21 正慶院谷遺跡 中世 散布地 － 宅地，畑地
22 小古祖遺跡 中世 散布地 － 水田，畑地
23 橘奈良定屋敷跡 中世 その他の遺跡（屋敷跡）－ 畑地
24 大將陣山城跡 中世 城館跡 平坦地 山林

※） ：人の生活に関係する遺跡， ：遺構等の情報がない散布地， ：その他
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表 2　各遺跡の空間解析結果

番号 遺跡名 面積
（ha）

平均標高
（m）

傾斜（°） 土砂災害警戒区域
との重なり

2009年土石流流下
経路との重なり平均値 最頻値

1 佐野窯跡群  30.5  11.5  1.9  2.0 〇 ×
2 正防院遺跡   2.8  20.7 10.9  6.0 × ×
3 玉祖遺跡  11.3   5.7  0.2  0.0 × ×
4 姫山遺跡  10.4  19.5  9.2  0.0 × ×
5 姫山東遺跡   1.0  14.1  1.0  1.0 × ×
6 大崎遺跡  20.8  22.5  5.2  1.0 〇 ×
7 下右田遺跡 117.9  15.3  0.2  0.0 〇 〇
8 右田ヶ岳城跡   0.9 388.0 31.8 35.0 × ×
9 周防国府跡 175.5  10.0  0.9  0.0 〇 ×
10 大将軍遺跡  10.0  37.8  6.9  3.0 × ×
11 真尾猪の山遺跡   8.0  58.1 15.1  7.0 〇 ×
12 井ノ山遺跡   1.6  47.8 10.9  8.0 〇 〇
13 奈美松ヶ谷遺跡   3.3  56.3 18.4 18.0 〇 〇
14 西方寺遺跡 －  52.7  0.0  0.0 × ×
15 二ノ宮遺跡   3.6  77.7 24.6 22.0 〇 ×
16 伏野上遺跡 －  83.3  5.5  5.0 〇 ×
17 要害山城跡（大將陣ヶ嶽） － 397.6 19.5 15.0 × ×
18 内藤隆春墓所，土居跡（右岸） － 100.2  7.5  7.0 × ×
19 才谷遺跡   4.3  78.2  3.7  3.0 〇 ×
20 内藤隆春墓所，土居跡（左岸）   1.1 104.5 18.9  8.0 〇 ×
21 正慶院谷遺跡 －  97.7  2.0  2.0 〇 ×
22 小古祖遺跡   3.6  96.7  9.0  7.0 〇 ×
23 橘奈良定屋敷跡 －  97.5  2.0  2.0 × ×
24 大將陣山城跡 － 374.7 35.0 35.0 × ×

※） ：人の生活に関係する遺跡， ：遺構等の情報がない散布地， ：その他

図 7　遺跡内における傾斜分布と土石流発生渓流の地形区分
　　　（図中の傾斜区間は国土技術政策総合研究所22）より引用）
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図 9の佐波川中流域では谷底平野の幅が500～
700 m 程度と狭く，旧河道はその谷底いっぱいに
広がっている。ここでは，No.14の遺跡（「社寺
跡」）と No.19のみ，谷底平野内に位置し，No.14
は旧河道上にある。他の遺跡は谷底との比高が概
ね20 m 以上の高台にある。
　以上のことから中世においては，利水を優先し
て河川の近くに集落を形成していたものの，谷底
平野の中でも，佐波川の蛇行が繰り返され，破堤
や越流の直接的な被害を受けやすい土地は避けて
居住していたのではないかと推察される。ただし，
河川沿いに未確認の遺跡が存在する可能性がある
ことに留意する必要がある。

6 ．結論
　本研究は，中世の遺跡分布に対して，現地形に
対する土砂災害警戒区域，旧河道等との位置関係
から，土石流および河川氾濫に対する中世社会の
集落立地選定条件について分析したものである。

以下，その結論をまとめる。
1  ）土石流の被災リスクが高い領域の一例である

2009年の土石流発生箇所と重なる遺跡は 3 箇所
存在する。

2  ）遺跡内の傾斜は 2 ～10°のものが最も多く，
平均値で 6 箇所，最頻値で 8 箇所存在する。

3  ）土砂災害警戒区域と重なる遺跡 8 箇所のうち，
6 箇所が傾斜の平均値が土石流の堆積区間にあ
る。

4  ）佐波川下流域の旧河道と重なる遺跡が 2 箇所
あり，旧河道に沿うような範囲で形成されてい
た。佐波川中流域の旧河道と重なる遺跡は 1 箇
所であり，その他の遺跡は高台に存在している。

5  ）以上のことから，中世では土石流による被災
リスクを回避するよりも，水田農耕などの生業
に利便な土地や利水のよい土地を優先して，集
落を形成する傾向が認められる。また，河川氾
濫の被災リスクに対しては，直接的な被害を避
けようとする防災上のリスク管理がなされてい

図 8　 佐波川下流域の遺跡分布と旧河道との位置関係（山口県9），国土地
理院12），河村13），国土交通省17）より引用）

　　　図中の番号は表 1および表 2の番号に対応。
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た可能性が示唆される。
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要 旨

　2009年 7 月21日の集中豪雨により崩壊・土石流が多発した山口県佐波川沿いに分布する遺跡
の中には，土砂災害警戒区域内に位置するもの，旧河道と接するまたは重なるものがある。本
報告は，中世における各遺跡の位置，面積および傾斜を解析した。その結果，佐波川流域沿い
に存在する24箇所の遺跡は現地形の傾斜が緩い場所に集落を形成する傾向があり，それらの多
くは土砂災害警戒区域と重なることを明らかにした。
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